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研究開発の概要 本研究では、建設現場の安全確保に関する現状分析を行い、現状の安全対策における

作業環境、人、機械類それぞれの要因と分担特性を整理する。この整理結果を基に、死

亡事故発生の多い作業を対象に事故の発生要因の系統的な分析を実施するとともに、各

種安全対策を評価（リスクアセスメント手法の土木施工分野への適用）し、当該成果

を、建設機械施工安全マニュアル等に反映することを目指す。

【研究期間：令和２～４年度 研究費総額：約５５百万円】

研究開発の目的

（アウトプット

指標、アウトカム

指標）

【アウトプット】

・土木施工分野におけるリスクアセスメント手法の開発

(※環境変化に対応した安全対策の評価の容易化)

・『建設機械施工安全マニュアル』(国土交通省総合政策局)等への反映

【アウトカム】

・各種環境変化に対しても安全な土木施工現場の実現に寄与

・安全対策の高度化（新技術の採用）の取り組みを促進

必要性、効率性、

有効性等の観点

からの評価

【必要性】

既存の各種安全規定は、今まで建設現場を担ってきた現場技能者の存在を前提として、

経験則に基づき、人による監視とその下での機械類の運転操作を基本としており、担い手

の特性変化等のもとで、その有効性には限界がある中で、リスクアセスメント手法の適用

を行う取り組みは、今後の土木施工現場を取り巻く環境変化に対応した対策の立案等が

可能となる。

【効率性】

現状の安全対策の分析には、既存の安全対策や各種調査や統計データを活用できる。ま

た、建設機械施工安全マニュアルの改訂検討に絡めて研究が進められるため、当該活動に

参加する関係業団体等と連携することができ、効率的な検討を進めることが可能。

【有効性】

安全に関する各種新技術の採用も促進され、攻めの安全対策が促進し、建設現場での死

亡事故等を更に減少させる。

外部評価の結果 本研究は、建設業において、就業者の高齢化や多国籍化等の多様化が進む一方、猛暑日

の増加など、建設現場を取り巻く環境が変化していることを踏まえ、リスクアセスメント

の現場へ導入、促進することにより建設現場の安全性の向上を行うものであり、建設現場

の労働環境の向上や慢性的な人手不足の解消に資するものであることから、国土技術政

策総合研究所において実施すべきと評価する。

なお、研究の実施にあたっては、現在の建設現場の抱える問題点を把握し、課題毎に研

究手法を明確にした上で、中小企業を含めて業界全体に普及する成果を意識して研究を

進められたい。
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